
2021 年度 横須賀・三浦地区ブロック会報告書 

 

実施日 ： 2021 年 9 月 30 日（木） 14：30～15：30 

実施方法： ZOOM ミーティング使用 オンライン会議 

参加人数： 11 施設 11 名 

議事項目： 新型コロナウィウルス感染防止対応策について 

 

 

議事内容 

①コロナ禍における面会の状況について 

■ガラス越しにて実施している施設が多い。 

■施設のスマートフォンやタブレットを使用し、テレビ電話（LINE）を実施。 

 

②現在行っている日常の感染予防策について 

■スタンダードプリコーションの徹底。 

■館内消毒。最低 1 回/1 日。 

■職員の出勤退勤時の検温・体調チェック。 

 ・体温 37.5 度以上やその他体調不安時は電話で確認し、対応。 

 ・体温 37.0 度以上で報告の施設もあり。 

■出勤時と勤務中のマスクを交換している。 

 ・1 枚/1 日～数枚/1 日。 

■定期的な換気（2 回/1 日～5 回/1 日） 

 ・決まった時間に実施している。 

 ・換気の時間に館内アナウンスで呼びかけている。 

 ・これから冬季に向けて換気の工夫が必要。 

■入所と通所のご利用者が接触しない工夫 

 ・リハビリ室の使用を時間で区切っている。 

■PCR 検査の実施。 

 

 



③感染対策についての施設内研修の方法について 

■感染委員会や看護師が中心となり、進めている。 

■DVD 等の動画を鑑賞しての研修を行った。 

■書面を配布しての研修を行った。 

■部署ごとなど少人数で行った。 

■フロアーミーティングなどを活用して行った。 

 

 

④コロナ発生時のシミュレーション実施の有無やゾーニングの方法について 

■グリーンゾーン・レッドゾーン・イエローゾーンとわかるようにテープで区分けしている。 

■初動対応が一番大事と考えるので、最低人数が勤務している夜間にコロナ発生したことを想定した初

動の対応方法の確認を訓練した。 

■着手できていない施設が多い。 

■通所のご利用者や職員でワクチン接種を望まない人がいる。 

強制ではないので、情報共有している。 

■感染者が出たら個室を隔離部屋とし、対応を考えている 

■感染者が出たら個室の方はその居室を隔離部屋とする。 

 多床室で出た場合は通所のフロアを隔離部屋とする。 

 

 

⑤BCP 作成状況について 

■マニュアルは作成しているが、どう BCP に当てはめていくか・・・今後の課題。 

■着手していない。又は作成段階の施設が多い。 

 

 

⑥その他 

■次回の介護部会の開催方法について。 

 ・例年通りの施設に集合しての部会は難しい。オンライン会議が望ましい。 

■次回部会のテーマについて。 

 ・コロナの対応についての情報共有 

 ・事故防止対応策について。虐待身体拘束防止について。 

■次回開催日時 12 月を予定                                  

                                               

以上 


